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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興

浅　

川　

公　

紀　

（
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）　

　
　
一
　
問
題
の
所
在

　

民
族
主
義
、
国
民
主
義
と
い
う
言
葉
で
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
際
政
治
に
お
け
る
最
も
重
要
な
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ど

の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
に
政
治
的
忠
誠
心
を
持
つ
か
を
決
定
す
る
。
哲
学
的
に
も
歴
史
的
起
源
か
ら
み
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
実
用
的
な
パ
ワ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
学
者
の
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
考
え
ら
れ

う
る
多
大
な
影
響
力
が
あ
る

（
（
（

。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
伝
統
的
な
世
界
政
治
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
過
去
に
比
べ
て
支
配
的
な
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
代
わ
り
に
様
々
な
超
国
家

的
、
脱
国
家
的
な
要
因
が
強
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
世
界
は
分
岐
点
に
あ
る
。

　

今
日
の
世
界
の
政
治
的
区
分
け
は
か
な
り
の
部
分
、
民
族
、
国
民
国
家
も
し
く
は
民
族
国
家
、
国
家
と
表
現
さ
れ
る
ネ
ー
シ
ョ
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ン
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
三
つ
の
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
国
際
政
治
の
分
析
の
た
め
に
は
、

そ
れ
が
何
で
あ
る
か
、
ど
う
関
連
し
て
い
る
か
を
理
論
と
実
際
の
両
面
で
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
自

由
主
義
）
か
リ
ア
リ
ズ
ム
（
現
実
主
義
）
か
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
見
方
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
自
由
主
義
者
は

現
実
主
義
者
よ
り
も
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
は
る
か
に
流
動
的
、
多
次
元
的
に
捉
え
て
い
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ア
イ
デ
ア
（
理
念
）
で
あ
る
と
同
時
に
行
動
形
式
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
ラ
ス
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
概
念
を
、「
民
族
」
そ
し
て
民
族
を
代
表
す
る
国
家
に
対
す
る
個
人
か
ら
の
「
最
高
の
忠
誠
心
を
」
要
求
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
あ
る
と
し
た

（
（
（

。
民
族
の
存
在
の
根
拠
を
い
わ
ば
個
人
の
忠
誠
に
求
め
た
。
そ
の
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
家
、
民
族
、

国
民
国
家
の
概
念
を
も
た
ら
し
た

（
（
（

。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ま
た
行
動
を
必
要
と
す
る
。「
同
一
化
理
論
」（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ

イ
シ
ョ
ン
）
と
い
う
考
え
に
よ
る
と
、
人
々
は
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
（w

e-group

）
に
属
し
て
い
る
と
い
う
心
理
的
安
心
を
得

る
た
め
に
国
民
を
形
成
す
る

（
（
（

。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
癒
合
し
た
後
、
自
分
た
ち
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
一
致
団
結
し

て
行
動
す
る
。

　
　
二
　
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
注
意
深
く
定
義
さ
れ
、
明
確
に
区
別
さ
れ
、
理
解
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
言
語
、
人
種
、
宗
教
な
ど
人
口
様
態
、
文
化
が
類
似
し
て
お
り
、
他
の
集
団
と
区
別
さ
れ
る
集
団
と
し
て

相
互
に
認
め
る
共
同
体
意
識
を
持
ち
、
政
治
的
に
自
治
を
欲
す
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
国
家
に
く
ら
べ
る
と
実
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体
の
な
い
事
象
で
あ
る
。
ケ
ラ
ス
は
、
民
族
と
は
「
自
分
た
ち
が
歴
史
、
文
化
、
共
通
の
先
祖
と
い
っ
た
絆
で
一
つ
に
結
ば
れ
た

社
会
を
形
成
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
々
の
集
ま
り
」
で
あ
る
、
と
定
義
し
て
い
る

（
（
（

。
こ
の
定
義
に
よ
る
と
、
第
一
に
、
グ
ル

ー
プ
が
民
族
と
み
な
さ
れ
る
に
は
何
ら
か
の
類
似
性
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

民
族
を
形
成
す
る
第
二
の
要
因
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
が
類
似
性
を
有
し
て
い
て
も
、
一
つ
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
な
か
っ
た
ら
民
族
で
は
な
い
。
一
〇
〇
年
以
上
も
前
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
が
民
族
を
「
魂
、
す
な
わ
ち
精
神
的

（
霊
的
）
資
質
」
で
あ
る
と
し
た

（
（
（

。
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
人
々
は
類
似
性
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を

も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
認
識
さ
れ
た
類
似
性
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
に
つ
な
が
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
ケ
ラ
ス
の
定
義
を
拡
大
す
る
と
、
民
族
が
存
在
す
る
の
に
必
要
な
第
三
の
要
因
が
出
て
く
る
が
、
そ
れ
は
分
離
、

つ
ま
り
独
立
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
自
治
へ
の
願
望
で
あ
る
。
国
家
意
識
の
高
ま
り
で
あ
る
。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
一
定
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
少
数
民
族
集
団
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
違
い
は
、
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
自
治
あ
る
い
は
自
律
を
願
望
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
の
中
に
は
イ
タ
リ
ア
系
米
国
人
と
い
っ
た
多
く
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
分
離
し
独
立
・
自
治
を
達
成
す
る
こ
と
を
願
望
と
し
て
い
な
い
の
で
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
は
言
え
な
い
。
た
だ
分
離
を
志
向
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
を
抱
え
て
い
る
国
も
あ
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
区
別
は
明
確
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
時
と
し
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
線
引
き
は
明
確
で
な

い
（
（
（

。
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
擬
似
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
集
団
が
存
在
し
て
き
た
が
、
彼
ら
は
真
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト（
分
離
主
義
者
）

感
情
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
メ
ン
バ
ー
も
い
る
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
人
々
が
愛
国
心
を
感
じ
、
自
分
達
の
集
団
に
繋
が
り
を
感
じ
る
政
治
的
自
意
識
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
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ズ
ム
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
思
想
）
で
あ
り
、
善
悪
の
価
値
観
を
確
立
し
、
行
動
を
規
定
し
、
互
い
を
結
び
つ
け
、
他
と
区
別
す
る

一
連
の
ア
イ
デ
ア
（
理
念
）
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
個
人
の
中
心
的
な
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
る
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

　

ス
テ
ー
ト
（
国
家
）
は
領
土
、
人
民
、
政
府
な
ど
の
要
素
を
備
え
た
主
権
を
持
つ
政
治
的
（
独
立
）
組
織
で
あ
る
。
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
テ
ー
ト
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
テ
ー
ト
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
理
想
的
に
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
部
が
独
自
の
ス
テ
ー
ト

の
境
界
線
の
中
で
一
体
で
あ
り
、
そ
の
ス
テ
ー
ト
の
人
民
が
圧
倒
的
に
そ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
同
一
感
を
持
つ
国
家
で
あ
る
が
、
現

実
に
は
こ
の
理
想
を
体
現
し
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
は
殆
ど
な
い
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の

自
治
の
た
め
の
組
織
的
構
造
が
ス
テ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
る
。
米
国
の
象
徴
で
あ
る
星
条
旗
、
ア
ン
ク

ル
・
サ
ム
、
白
頭
鷲
な
ど
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
を
強
め
る

（
（
（

。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
政
治
的
焦
点
は
進
化
し
、
過
去
五
〇
〇
年
間
の
間
に
中
心
的
な
政
治
概
念
に
な
っ
て
き
た
。
過
去

五
〇
〇
年
間
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
最
も
強
力
な
政
治
的
ア
イ
デ
ア
」
で
あ
り
続
け
て
き
た

（
（
（

。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
常
に
存
在

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
比
較
的
に
近
代
的
な
現
象
で
あ
る
。
西
洋
に
お
い
て
は
、
一
四
五
三
年
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ポ
リ
ス
陥
落
に
よ
る
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
の
舞
台
を
造
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
ラ
テ
ン
語
と
い
う

共
通
言
語
、
共
通
の
文
化
、
法
律
が
少
な
く
と
も
支
配
的
エ
リ
ー
ト
の
間
で
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
帝
国
の
崩
壊
と
と
も
に
共
通

の
文
化
的
・
政
治
的
繋
が
り
が
衰
退
し
、
ラ
テ
ン
語
、
法
王
の
権
威
と
い
っ
た
普
遍
的
意
識
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
受
け
継
が

れ
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
概
念
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
そ
の
普
遍
的
言
語
、
文
化
は
衰
退
し
、
様
々
な
言
語
、
文
化
が
生

ま
れ
、
上
流
階
級
の
間
に
は
多
様
な
民
族
的
意
識
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

一
五
一
七
年
か
ら
の
宗
教
改
革
は
欧
州
の
文
化
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
大
は
、
ス
テ
ー
ト
と
そ
の
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合
成
体
と
し
て
多
く
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
を
生
ん
で
い
っ
た
。
英
国
に
お
い
て
一
五
〇
〇
年
代
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
時

に
、
英
国
は
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
心
的
権
威
か
ら
分
離
し
、
独
自
に
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
を
国
教
会
（State 

Church
）
と
し
て
設
立
し
、
初
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
と
な
っ
た
。
国
家
が
主
体
と
な
っ
て
教
会
の
運
営
を
行
う
国
教

会
の
樹
立
に
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
大
衆
に
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
大
衆
文
学
を
生
み
出
し
た
。

　

一
七
七
六
年
の
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
、
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
り
国
民
主
権
の
考
え
方
が
具
体
的
形
を
取
り
、
現

在
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
二
〇
〇
年
以
内
に
、
国
民
主
権
の
ア
イ
デ
ア
が
世
界
中

に
広
が
り
、
そ
れ
ま
で
最
も
普
及
し
て
い
た
絶
対
王
政
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

国
民
主
権
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
民
主
主
義
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
ネ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
全
て
の
構
成
員
の
平
等
を
暗
示
し
た
。
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
支
持
者
に
と
っ
て
、
国
民
主
権
が
帝

国
の
支
配
を
崩
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
国
民
主
権
は
歓
迎
さ
れ
、
そ
れ
が
急
速
に
世
界
に
拡
大
す
る
要
因
に
な
っ
た
。
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
が
王
朝
に
代
わ
る
国
家
原
理
と
な
っ
て
い
く
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
イ
ル
は
「
革
命
は
国
家
主
権
の
主
張
と
し

て
始
ま
っ
た
。
王
で
も
世
襲
エ
リ
ー
ト
で
も
教
会
で
も
な
く
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
人
事
（
人
間
社
会
の
諸
事
）
に
お
け
る
最
高
権
威

だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る

（
（（
（

。

　

一
七
八
九
年
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
）
以
降
、
国
際
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
え
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
波
は
ざ
っ
と
四
回
起
こ
っ
て

い
る
。
最
初
の
波
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
西
欧
を
揺
る
が
し
た
。
第
二
波
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
崩
壊
後
に
国
家
的
民
族
自
決
へ
の
要
求
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結

後
に
中
欧
と
東
欧
で
起
こ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
近
代
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
と
い
う
概
念
が
国

家
統
一
に
向
け
て
国
民
を
糾
合
し
て
い
く
助
け
と
な
っ
た
。
第
三
波
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
第
三
世
界
で
起
こ
っ
た
国
家
独
立
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運
動
で
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
帝
国
か
ら
の
独
立
を
要
求
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
第
四
波
は
、
旧
ソ
連
、
中
欧
、
東
欧
に
お
け
る
共
産
主
義
崩
壊
後
に
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
波
の
後
に
新
た
な
独
立
国
家
が
誕
生
し
た
が
、
第
三
波
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
非
植
民
地
化
の
過
程
が
、
政

治
共
同
体
の
唯
一
の
形
態
と
さ
れ
て
い
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ご
く
最
近
の
波
は
し
ば
し
ば
「
ニ
ュ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
か
「
エ
ス
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
民

族
性
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
に
重
点
が
置
か
れ
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
や
そ
の
他
の
国
々
で
起
こ
っ
て
い
る
流
血
の
内
戦
の
第
一
理
由
と

み
な
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
形
成
に
は
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
強
い
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
先
行
し
て
ネ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
が
後
に
で
き
る
例
と
し
て
は
、
欧
州
全
般
、
と
く
に
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
が
あ
る
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
が
先
行
し
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
後
か
ら
醸
成
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
な
ど
の

植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
た
国
家
、
そ
の
建
国
に
際
し
て
他
国
や
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
が
関
与
し
た
ソ
マ
リ
ア
、
バ
ル
カ
ン
諸

国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
な
ど
の
国
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
国
は
非
常
に
困
難
な
国
家
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

験
し
て
い
る
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
が
並
行
し
て
醸
成
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、
米
国
が

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
独
立
宣
言
を
採
択
し
た
一
七
七
六
年
に
即
時
に
生
ま
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
他
の
場
合

と
同
じ
く
、
長
年
ス
テ
ー
ト
内
に
生
活
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
口
様
態
の
異
な
る
人
々
が
米
国
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
イ
プ
ル
リ

ブ
ス
ウ
ナ
ム
（
多
様
性
の
統
一
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
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三
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
と
実
際

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
論
と
そ
の
実
際
の
間
に
は
違
い
が
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
理
論
と

実
際
の
両
方
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
触
媒
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
（
国
民

国
家
）
を
見
る
と
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
は
旗
、
国
歌
、
動
物
（
鷹
、
熊
、
龍
）
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
で

表
さ
れ
る
。
多
く
の
人
々
は
国
民
国
家
を
愛
国
主
義
的
忠
誠
心
の
対
象
で
あ
り
、
政
治
的
権
限
の
最
高
の
形
式
と
考
え
て
い
る

（
（（
（

。

　

実
際
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
の
概
念
は
、
三
つ
の
点
で
理
想
と
異
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
生
ま
れ

た
国
家
（state

）
と
い
う
理
念
を
強
調
す
る
た
め
に
「
民
族
の
国
家
（national state

）」
と
い
う
言
葉
を
好
む
学
者
も
い
る
。

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
の
第
一
の
矛
盾
は
、
境
界
内
に
複
数
の
民
族
の
い
る
国
家
が
結
構
あ
る
点
で
あ
る
。
第
二
の
矛
盾
は
、

多
く
の
民
族
が
複
数
の
国
際
的
境
界
に
ま
た
が
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
民
族
と
国
家
の
間
に
み
ら
れ
る
こ
の
不
「
適
合
」
が
し
ば

し
ば
国
際
紛
争
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
の
矛
盾
は
、
二
人
の
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
民
族
と
国
家
は
…
必
ず

し
も
同
時
に
発
展
す
る
と
は
限
ら
ず
、
…
そ
う
か
と
い
っ
て
、
ど
ち
ら
が
先
と
い
う
確
固
た
る
ル
ー
ル
を
も
な
い
」
点
で
あ
る

（
（（
（

。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
国
家
を
建
設
し
、
国
家
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
醸
成
す
る
と
い
う
正
反

対
の
行
動
に
関
わ
り
合
い
を
持
つ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
民
族
が
ま
ず
一
緒
に
入
っ
て
き
て
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
国
家
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

対
照
的
に
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
で
は
、
民
族
の
多
く
が
植
民
地
勢
力
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
初
期
の
境
界
の
産
物
で
あ
り
、
単
独
の

結
合
力
の
あ
る
民
族
を
有
し
な
い
。
か
つ
て
の
植
民
地
国
家
内
の
人
々
の
多
く
は
部
族
が
異
な
り
、
民
族
的
背
景
も
様
々
な
た
め

に
、
独
立
を
達
成
し
、
共
通
の
敵
で
あ
る
植
民
地
勢
力
が
去
っ
た
後
も
、
人
々
を
一
つ
に
ま
と
め
る
人
物
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら



24

な
い
。
こ
の
結
合
力
の
欠
如
が
結
果
と
し
て
国
内
の
不
和
に
つ
な
が
り
、
政
権
の
不
安
定
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
国
内
の
不
和
が
外
部
の
介
入
を
招
き
、
国
際
紛
争
の
原
因
と
な
る
。

　

一
つ
の
問
題
は
、
理
想
的
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
は
現
実
に
は
存
在
せ
ず
、
神
話
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
際
に
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
民
族
）
の
境
界
線
と
ス
テ
ー
ト
（
国
家
）
の
境
界
線
が
一
致
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

　

殆
ど
の
国
家
は
単
一
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ト
で
は
な
い
し
、
多
く
の
国
家
が
複
数
の
ス
テ
ー
ト
の
境
界
線
に
よ
り
分
断
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
緊
張
と
紛
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。
⑴
一
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
一
つ
の
ス
テ
ー
ト
、
⑵
一
つ
の
ス
テ

ー
ト
、
複
数
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
⑶
一
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
複
数
の
ス
テ
ー
ト
、
⑷
一
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
テ
ー
ト
不
在
、
⑸
複

数
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
複
数
の
ス
テ
ー
ト
、
と
い
う
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　

⑴
の
理
想
に
近
い
国
、
す
な
わ
ち
国
家
の
国
民
の
九
〇
％
以
上
が
単
一
民
族
で
あ
り
、
そ
の
民
族
の
九
〇
％
以
上
が
そ
の
国
家

内
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
国
は
世
界
の
国
々
の
約
一
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
米
国
は
一
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
一
つ
の
ス
テ
ー
ト
に
近

い
国
の
一
つ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
九
九
％
以
上
が
米
国
と
い
う
ス
テ
ー
ト
内
に
住
ん
で
お
り
、
独
立
ま
た
は
自
治
を
追
求
し

て
い
る
大
き
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
集
団
は
存
在
し
な
い
。
ハ
ワ
イ
な
ど
の
原
住
民
が
独
立
、
自
治
を
求
め
て
い
る
が
、

そ
の
割
合
は
一
％
強
に
す
ぎ
な
い
。
多
く
の
国
が
⑵
の
複
数
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
で
あ
る
。
国
内
の
い
か
な
る
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
過
半
数
を
占
め
て
い
な
い
ス
テ
ー
ト
は
、
全
国
家
の
三
〇
％
に
も
な
る
。
カ
ナ
ダ
は
⑵
の
例
で
あ
り
、
国
家
内
に
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
分
裂
が
存
在
す
る
。
カ
ナ
ダ
の
三
二
〇
〇
万
人
の
国
民
の
う
ち
四
分
の
一
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
言
語
と
す
る
フ
ラ
ン
ス

系
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
住
ん
で
い
る
。
同
州
の
住
民
の
八
〇
％
以
上
が
フ
ラ
ン
ス
系
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
系

は
自
分
達
の
文
化
が
英
国
的
文
化
に
よ
り
弱
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
、
ま
た
経
済
的
そ
の
他
の
差
別
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
分
離
運

動
が
存
在
し
て
い
る
。
⑶
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
複
数
の
ス
テ
ー
ト
に
ま
た
が
っ
て
い
る
例
は
、冷
戦
の
結
果
生
ま
れ
た
分
断
国
家
で
、
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韓
国
と
北
朝
鮮
、
南
北
イ
エ
メ
ン
、
再
統
一
前
の
西
ド
イ
ツ
と
東
ド
イ
ツ
、
共
産
化
統
一
前
の
南
ベ
ト
ナ
ム
と
北
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

で
あ
る
。
⑷
の
ス
テ
ー
ト
を
持
た
な
い
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
例
は
、
ク
ル
ド
族
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
あ
る
。

　

⑸
の
複
数
の
ス
テ
ー
ト
と
複
数
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
重
複
し
あ
っ
て
い
る
例
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ
の
周
辺
国
で
あ
る
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
統
一
さ
れ
た
政
体
あ
る
い
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
な
い
破
綻
国
家
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
む
殆
ど
の
住
民

の
政
治
的
帰
属
意
識
の
中
心
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
い
う
ス
テ
ー
ト
で
は
な
く
、
自
分
の
属
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
は
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
（
三
八
％
）、
タ
ジ
ク
（
二
五
％
）、
ハ
ザ
ラ
ス

（
一
九
％
）、
ウ
ズ
ベ
ク
（
六
％
）、
そ
の
他
諸
々
（
一
二
％
）
が
あ
り
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
族
自
体
が
さ
ら
に
約
六
〇
の
部
族
に

分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
族
の
う
ち
一
〇
〇
〇
万
人
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
ん
で
い
る
が
、
一
八
〇
〇
万
人
は

パ
キ
ス
タ
ン
に
住
ん
で
い
る
。
二
つ
の
ス
テ
ー
ト
に
ま
た
が
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
族
は
と
も
に
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ニ
ス
タ
ン
と
い
う
独

立
国
家
を
志
向
し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン
北
部
に
は
タ
ジ
ク
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
ト
ル
ク
メ
ン
族
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
近
隣
国
の
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
ハ
ザ
ラ
ス
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル

民
族
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
ハ
ザ
ラ
ジ
ャ
ト
と
い
う
独
立
国
家
を
志
向
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
集

団
は
三
一
の
異
な
る
言
語
、方
言
を
使
っ
て
い
る
。
米
国
は
二
〇
〇
一
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
政
権
を
打
倒
し
た
が
、

統
一
国
家
と
し
て
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
の
方
が
戦
争
に
勝
利
す
る
よ
り
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
経
験
し

た
。
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四
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
側
面

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
で
あ
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
否
定
的
側
面
は
そ
の
多
く
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
絡
み
か
国
際
紛
争
や
地
方
分
権
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
だ
が
、

一
度
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
負
の
力
と
し
て
、
国
際
社
会
に
対
す
る
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
を
生

み
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ど
う
し
た
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
管
理
で
き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
難
民
問
題
を
始
め
と
す
る
付
随
す
る

数
多
の
問
題
の
拡
大
を
防
げ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
一
つ
の
警
告
が
あ
る
。
世
銀
に
よ
る
世
界
の
内
戦
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
反
乱
の
動
機
と
し
て
は
、
政
治
的
、
人
種
的
、
民
族
主
義
的
あ
る
い
は
宗
教
的
目
標
を
追
求
す
る
た
め

と
い
う
よ
り
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
ド
ラ
ッ
グ
と
い
っ
た
金
に
な
る
産
物
を
貪
欲
に
追
い
求
め
た
結
果
の
方
が
多
い

（
（（
（

。
世
銀
は

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
起
こ
っ
た
四
七
の
内
戦
を
研
究
し
た
。
四
七
の
内
戦
に

共
通
す
る
戦
争
勃
発
の
最
大
の
危
険
因
子
は
、
生
産
物
に
対
す
る
国
の
経
済
依
存
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
、
麻
薬
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
始
め
と
す
る
宝
石
用
原
石
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
へ
の
欲
求
が
「
暴
力
の
勃
発
を
促
し
、
時
と
共
に
そ
の
強
さ
を
増
し
て
い
く
、

…
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ゲ
リ
ラ
の
最
良
の
友
で
あ
る
」
と
リ
サ
ー
チ
は
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
危
険
も
は

ら
む
が
利
益
も
あ
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
こ
れ
ま
で
に
お
び
た
だ
し
い
世
界
的
な
暴
力
と
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
ボ
ス
ニ
ア
や

コ
ソ
ボ
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
引
き
起
こ
す
暴
力
を
ど
の
よ
う
に
制
御
し
た
ら
い
い
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
国
連
や

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
国
際
組
織
が
介
入
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
複
雑
な
問
題
を
国
際
社
会
に
投
げ
か
け
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
健
全
な
民
主
主
義
、
自
治
、
経
済
の
近
代
化
お
よ
び
発
展
へ
の
契
機
（
機
動
力
）
に
も
な
り
え
る
。
要
は
、
ナ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
現
代
の
国
際
舞
台
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
る
。
次
の
千
年
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
機
能
し
続
け
る
の
を
目
の

当
た
り
に
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界
中
の
主
だ
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
国
家
グ
ル
ー
プ
が
、
多
民
族
国
家
の
中
で
は
平
和
に
暮
ら

し
て
い
け
ず
、
独
自
の
国
家
を
も
つ
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
多
く
の
民
族
自
決
運
動
や
激
し
い
離
脱
運
動
が
起

こ
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
否
定
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
「
他
の
民
族
、
あ
る
い
は
文
化
を
蔑
む
こ
と
を
教
え
、

他
の
犠
牲
の
上
に
自
国
の
福
利
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
不
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
態
」
だ
と
述
べ
た
。
肯
定
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
は
、「
適
切
な
愛
国
心
、
全
て
の
文
化
、
民
族
に
対
す
る
尊
重

（
（（
（

」
で
あ
り
、
民
主
主
義
を
促
進
し
、
帝
国
主
義
を
抑
制
し
、

経
済
開
発
を
可
能
に
し
、
多
様
性
、
実
験
を
奨
励
す
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
は
、「
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
つ

つ
あ
る
」
と
警
告
し
、
そ
れ
は
「
民
族
、
部
族
、
宗
教
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
健
全
な
誇
り
を
癌
の
よ
う
な
偏
見
に
変
化

さ
せ
、
国
家
を
腐
食
し
、
国
民
を
暴
力
と
民
衆
扇
動
の
政
治
的
鎮
痛
剤
の
中
毒
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
た

（
（（
（

。
否
定
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
他
の
民
族
や
国
家
を
助
け
る
こ
と
へ
の
躊
躇
、
他
民
族
に
対
す
る
排
他
主
義
、
外
人
恐
怖
症
、
国
内
に
お
け
る
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
へ
の
弾
圧
、
対
外
的
攻
撃
な
ど
に
繋
が
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
連
し
た
問
題
は
、
民
族
自
決
の
問
題
と
民
族
自
決
の
目
標
が
現
実
の
世
界
で
い
つ
も
正
し
い
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
決
着
の
基
本
原
則
と
し
て
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
提
案
し
た
一
四

か
条
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
民
族
自
決
の
概
念
を
前
進
さ
せ
た
が
、
帝
国
が
解
体
し
、
新
し
い
国
々
に
よ
る
平
和
な
世
界
が
誕
生
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
国
家
創
設
へ
の
道
の
り
は
、
同
時
に
、
新
た
な
不
和
を
も
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

と
り
わ
け
分
離
要
求
は
注
目
に
値
す
る
。

　

国
内
で
他
と
異
な
る
民
族
グ
ル
ー
プ
が
自
治
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
分
離
要
求
が
出
て
く
る
の
が
普
通
で
、
国
を
小
さ
な
領
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土
単
位
に
断
裂
す
る
危
険
に
さ
ら
す
。
こ
れ
が
一
九
四
五
年
以
降
の
内
戦
や
繰
り
返
さ
れ
た
州
や
地
域
間
紛
争
の
一
因
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
イ
ボ
族
が
独
立
し
て
ビ
ア
フ
ラ
共
和
国
を
建
国
し
よ
う
と
し
た
が
、
三
年
の
内
戦
に
発

展
し
、
最
終
的
に
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
が
勝
利
し
、
連
邦
国
家
を
宣
言
す
る
こ
と
で
終
結
し
た
。
最
近
で
は
一
九
九
三
年
に
エ
リ
ト

リ
ア
が
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
分
離
し
た
。
国
家
が
同
質
で
な
い
場
合
、
分
裂
の
可
能
性
が
つ
き
ま
と
う
。
ア
フ
リ
カ
は
急
激
な
非
植

民
地
化
の
結
果
、
最
も
苦
し
め
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
多
民
族
国
家
は
往
々
に
し
て
、
誰
が
国
の
諸
制
度
を
支
配
す
る
か
を
め
ぐ

り
、
部
族
紛
争
を
す
る
機
が
熟
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
一
つ
に
し
よ
う
と
い
う
感
情
よ
り
も
部
族
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
方
が
勝
る
た
め
に
、
分
裂
の
危
機
に
陥
る
。
他
に
も
、
イ
ン
ド
の
シ
ー
ク
教
徒
の
よ
う
に
、
似
た
よ
う
な
危
険

を
は
ら
ん
だ
地
域
が
あ
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
と
同
じ
く
、
民
族
自
決
に
も
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
が
あ
る
。
多
く
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ

ー
ト
は
民
衆
の
民
族
自
決
に
対
す
る
願
望
か
ら
誕
生
し
た
。
民
族
を
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
政
府
を
作
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
も
し
全
て
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
平
和
的
に
独
自
の
主
権
ユ
ニ
ッ
ト
を
創
立
し
た
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
同
胞
と

合
流
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
ボ
ス
ニ
ア
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
東
チ
モ
ー
ル
、
コ
ソ
ボ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ス
ー
ダ
ン
、
そ
の

他
多
く
の
民
衆
や
国
は
紛
争
に
苦
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
が
民
族
自
決
の
原
則
を
賛
美
す
る
が
、
現
実
に
お

い
て
は
民
族
自
決
は
問
題
を
生
み
出
し
う
る
。
中
核
的
問
題
は
、
世
界
に
は
何
千
も
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
主
権
国
家
を
樹
立
す
る
と
す
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
ボ

ス
ニ
ア
の
よ
う
に
多
様
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
色
々
な
場
所
で
混
在
し
て
お
り
、そ
れ
を
互
い
に
分
離
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
難
し
い
。

ま
た
民
族
自
決
を
推
し
進
め
れ
ば
、
多
く
の
既
存
の
ス
テ
ー
ト
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
ま
た
無
数
の
小
さ
な
主
権
国
家
を
生
み
出

す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
多
く
は
独
力
で
存
続
で
き
な
い
。
小
国
の
多
く
は
真
に
主
権
国
家
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
だ
け
の
経
済
的
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あ
る
い
は
政
治
的
能
力
を
有
し
な
い
。
カ
ナ
ダ
の
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
希
薄
な
地
位
を
「
消
極
的
主
権
（
独

立
国
）」
と
名
づ
け
て
い
る

（
（（
（

。

　

現
在
の
ス
テ
ー
ト
が
民
族
自
決
を
推
し
進
め
た
結
果
崩
壊
す
れ
ば
、
地
域
、
世
界
の
安
定
性
を
損
ね
、
国
際
的
な
不
安
定
を
生

み
出
す
。
既
存
の
国
家
、
国
際
社
会
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
民
族
自
決
を
認
め
る
か

ど
う
か
で
、
重
要
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
五
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
将
来

　

国
家
、
民
族
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
今
日
の
国
際
シ
ス
テ
ム
の
主
要
な
要
素
で
あ
り
、
推
進
力
で
あ
る
。
国
家
が
、
主
権
を
も

つ
政
府
と
そ
こ
に
住
む
人
々
を
有
す
る
領
土
を
指
す
の
に
対
し
、
民
族
は
、
自
分
を
あ
る
共
通
集
団
の
一
部
だ
と
考
え
る
人
々
の

心
理
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
生
ま
れ
る
。

　

母
国
あ
る
い
は
一
つ
の
領
土
に
一
体
感
を
抱
く
こ
と
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
国
民
と
し
て
の
自
己
認
識
）

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
は
強
い

空
間
的
つ
ま
り
領
土
的
概
念
が
含
ま
れ
、
そ
の
概
念
の
中
で
は
、
人
々
か
ら
な
る
「
国
家
」
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
明
確
な
領
土
を
有

し
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
徐
々
に
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、
法
と
制
度
を
有
す

る
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
概
念
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
法
と
制
度
に
は
、
国
民
（
国
に
住
む
人
々
）

の
政
治
的
意
思
が
反
映
さ
れ
、
人
々
の
政
治
的
意
見
や
政
治
意
識
が
表
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
は
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
感
覚
で
あ
り
、
文
化
や
領
土
共
有
意
識
で
結
び
つ
い
た
「
人
々
（
国
民
）」
の
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
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テ
ィ
で
あ
る
。

　

一
概
念
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
、
共
通
の
言
語
、
歴
史
、
宗
教
、
文
化
を
共
有
す
る
人
々
が
、
各
個
人
の
忠
誠

心
と
犠
牲
を
要
求
す
る
「
国
家
」
を
構
成
す
る
、
と
い
う
概
念
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
大
い
に
説
得
力
が
あ
り
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
今
日
の
世
界
政
治
で
動
い
て
い
る
最
大
の
心
理
的
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
権
威
の
一
人
で
あ

る
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
は
そ
れ
を
〝state of m

ind

〟
と
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
は
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』（
一
九
九
一
年
）
で
、
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
意
識
に
含
ま
れ
る
基
本
前
提
を
適
切
に
要
約
し
て
い
る

（
（（
（

。

　
　

1　

歴
史
に
た
ど
れ
る
領
土
な
い
し
祖
国

　
　

2　

共
有
す
る
神
話
や
歴
史
的
記
憶

　
　

3　

共
有
す
る
大
衆
文
化

　
　

4　

全
構
成
員
が
共
有
す
る
法
的
権
利
と
義
務

　
　

5　

構
成
員
か
ら
み
て
領
土
内
で
流
動
性
の
あ
る
共
通
経
済

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
終
焉
を
予
想
す
る
人
々
も
い
た
が
、
そ
の
予
想
は
間
違
っ
て
い
た
。
今
日
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
一
層
強
ま
っ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
旧
ソ
連
共
和
国
、
そ
の
他
の
国
家
の
独
立
に
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
は
よ
り
包
含
的
に
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
再
統
一
さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
既
存
の
国
家
が
解
体
す
る
こ
と
の
方
が
多

い
。
冷
戦
終
結
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
の
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
分

離
の
例
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
旧
ソ
連
が
一
五
の
国
家
に
解
体
し
た
。
ソ
連
は
ロ
シ
ア
連
邦
を
中
心
と
す
る
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
暴
力
的
に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
コ
ビ
ナ
、
マ
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ケ
ド
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
コ
ソ
ボ
に
分
裂
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ロ
ー
ド
離
婚
に
よ

っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
両
共
和
国
に
分
か
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
時
点
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
権
国
家

は
一
九
九
〇
年
よ
り
も
二
一
カ
国
も
増
え
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生
き
て
お
り
、
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

民
族
自
決
と
い
う
概
念
は
、
多
く
の
国
を
一
つ
に
ま
と
め
る
膠
（
に
か
わ
）
の
役
を
担
っ
て
い
た
共
産
主
義
の
崩
壊
と
共
に
、
冷

戦
が
終
結
し
て
以
降
、
と
り
わ
け
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

将
来
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
政
治
的
認
識
の
主
な
起
源
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
あ

る
学
者
は
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
国
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ア
ピ
ー
ル
を
減
じ
る
の
に
さ
ほ
ど
大
き
な
役
割
を

果
た
さ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ま
た
、
減
じ
る
ど
こ
ろ
か
高
め
た
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
政
治

的
に
も
、
学
問
的
に
も
、
実
際
的
に
も
、
理
論
的
に
も
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
煩
わ
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。

　

世
界
政
治
に
お
け
る
様
々
な
勢
力
と
数
々
の
問
題
が
よ
り
超
国
家
的
、
脱
国
家
的
に
な
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
る
に
つ
れ
、
多
く

の
人
々
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
、
危
険
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
一
部
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
衰
退

と
消
滅
を
予
言
す
る
向
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
予
言
は
推
測
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
将
来
に
お
い

て
も
重
要
で
強
力
な
要
素
で
あ
り
続
け
る
。	

（
了
）
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